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普通救命講習Ⅲ
　主に小児、乳児、新生児に対す
る心肺蘇生法に加えて、胸骨圧迫
（心臓マッサージ）、人工呼吸、
ＡＥＤ（電気ショックをかける機
器）の使い方などを学びます。
■日時・場所・定員　６月３日（金）
午前９時～正午・阿久比町立中
央公民館・２０人（先着順）　

普通救命講習Ⅰ
　成人に対する心肺蘇生法、ＡＥ
Ｄ（電気ショックをかける機器）
の使い方、止血方法などを学びま
す。
（半田消防署会場）
■日時・場所・定員　６月１２日（日）
午前９時～正午・半田消防署３
階講堂・２０人（先着順）
（成岩出張所会場）
■日時・場所・定員　６月２４日（金）
　午前９時～正午・半田消防署成
岩出張所・２０人（先着順）

救命入門コース
　９０分の短縮講習会です。胸骨圧
迫（心臓マッサージ）の方法とＡ
ＥＤ（電気ショックをかける機

●救命講習を開催 器）の使い方を学びます。
■日時・場所・定員　６月１９日（日）
　・午前９時～午前１０時３０分・武
豊町立中央公民館・２０人（先着
順・小学校４年生以上）
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普通救命講習Ⅲ
半田消防署阿久比支署
�（４７）０１１９
普通救命講習Ⅰ
（半田消防署会場）
半田消防署　�（２１）１４９２
（成岩出張所会場）
半田消防署成岩出張所
�（２４）０１１９
救命入門コース
半田消防署武豊支署　�（７３）０１１９
年度計画と詳細はホームページで
確認してください。
http://www.cac-net.ne.jp/̃chitachu/
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■講習日　６月２８日（火）～７月２６
日（火）の期間で指定する１３日
■講習場所　▽ライフポートとよ

申し込み・問い合わせ先

●危険物取扱者保安講習（第１回）

はし▽名古屋文理大学文化
フォーラム（稲沢市）▽ウィル
あいち（名古屋市）▽大府市勤
労文化会館▽刈谷市産業振興セ
ンター▽高浜市立中央公民館

■対　象　免状交付者で、現に危
険物製造所などで取扱作業に従
事している方（保安監督者も含
む）

■講習種別　▽給油取扱所▽特定
事業所▽一般
■受講料　４,７００円（愛知県収入
証紙を購入し、申請書に貼って
ください。）
■申し込み方法　最寄りの消防署
で配布の受講申請書を愛知県危
険物安全協会連合会へ郵送

■申込期間　５月１１日（水）～２５日
（水）

�

愛知県危険物安全協会連合会
�０５２（９６１）６６２３
知多中部広域事務組合消防本部予
防課　�（２１）１４９１
ホームページ
http://www.cac-net.ne.jp/̃chitachu/

問い合わせ先

　３月は先月と比べ、燃えるごみの総量は約７１ｔ増
加し、結果１人当たり５１ｇ / 日の増量となりまし
た。粗大ごみ回収日の影響で増量したと思われます

１人あたりのｇ / 日燃えるごみ総量

５７０ｇ / 日４８１.５０ｔ６月

５３２ｇ / 日４６４.１５ｔ７月

５０９ｇ / 日４４４.３３ｔ８月

５４１ｇ / 日４５６.３２ｔ９月

５２８ｇ / 日４６１.３３ｔ１０月

５０６ｇ / 日４２７.７７ｔ１１月

５５１ｇ / 日４８２.１１ｔ１２月

４７５ｇ / 日４１５.３６ｔ１月

４５７ｇ / 日３７４.４９ｔ２月

５０８ｇ / 日４４５.８６ｔ３月

「ゴミ減量作戦」を実施しよう！⑩
（燃えるごみ総量の中に、３６.４ｔもの粗大可燃ごみ
がありました。）。しっかりと分別をすることはも
ちろん、再利用などできるものは再利用し、ごみの
量を減らせるよう皆さんのご協力をお願いします。

～再利用ができないか考えてみましょう～
　先日開催された粗大ごみの回収日では、多くの家
具や電化製品などが排出されました。一部は再利用
品として引き取られましたが、大半のものは阿久比
町のごみとして処分されています。
　再利用（リユース）をすることで、ごみ処理の減
量や処理負担金の減少につながります。粗大ごみに
限らず、まだ壊れていないもの、まだ使えそうなも
のはすぐには捨てず、まず周りで必要としている人
や、使ってくれる人がいないか探してみましょう。

■問い合わせ先　建設環境課環境係
　　　　　　　　�（４８）１１１１（内１２１１）


